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教職科目履修生における職業への志向性

宮原道子（大阪観光大学）
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問題と目的

本研究では，開放制の教員養成課程を持つ大学の教

職科目履修学生を対象に，対人援助という側面の強い

教育職への興味が高い学生では人間関係への志向と職

業決定との間にどのような関係が示されるかを検討す

ることを目的とする。

方 法

参加者

開放制の教職課程を持つ A市内の私立 B 大学で，教

職科目の教育心理学を受講している文学部の学生 104
名を対象とした。（男子 53名，女子 51名; 2年生 78名，

3 年生 16 名，4 年生 8 名，5 年生 2 名; 平均年齢 20.2
歳，SD1.4 歳）。

質問紙の構成

）職業専門性志向尺度

森田（2006）の調査 1 で作成された質問紙を使用し

た。32 項目で構成されており，それぞれの職業につい

て，6 件法で評定を求めた。

）職業決定尺度

下山（1986）の「職業未決定」尺度から「決定」尺

度 4 項目を用いた。回答は 3 件法であった。

）手続き

調査は 2018 年 11 月に実施された。教職科目の教育

心理学の授業終了後の教室で，受講生に調査への協力

を呼び掛けた。

結果と考察

職業専門性志向尺度

職業専門性志向尺度（森田，2006）の 32 項目を用

いた因子分析（主因子法）を行い 4 因子を採用し，バ

リマックス回転を施した。第一因子は「知識・技術の

習得と発展志向」，第二因子は「社会性志向」，第三因

子は「自律性志向」，第四因子は「仕事仲間との連携志

向」と命名した。各下位尺度における項目群の得点を

合計したものを，職業専門性志向尺度の各下位尺度得

点とした。信頼性係数αはいずれも .75 以上と十分で

あった。

職業決定尺度

職業決定尺度の 4 項目の信頼性係数は.896 であり，

十分な信頼性が示された。そこで 4 項目の合計得点を

職業決定尺度得点とした。

重回帰分析

職業専門性志向尺度の 4 つの下位尺度得点を説明変

数として，職業決定尺度得点を目的変数とする重回帰

分析を実行した。初期モデルを加法モデルとし，ステ

ップワイズ増減法により情報基準BICを用いたモデル

選択を行った結果，「職業決定＝－0.11＊社会性志向＋

0.10＊自律性志向＋0.41＊仕事仲間との連携志向+1.44」
を選出した。モデル R2は 0.5133 で有意だった（F（3，
100） = 35.161， p = 0.0000， adjusted R2 = 0.4987）。
社会的評価を望む人ほど，職業決定が進みにくいとい

う結果が得られた。また標準化偏回帰係数を比べると，

「仕事仲間との連携志向」が他の項目以上に強い影響

を及ぼしていた（stb= .64）。これは，仕事を通じて人

間関係を深め，仲間を得たいという学生の強い志向が

反映された結果と考えられる。

モデル選択過程で「知識・技術の習得と発展志向」

が除外されたが，これは，職業決定において学校で身

につけた知識や技術が直接的には結びつかないという

学生の考えを反映したと考えられる。

今後の課題

本研究の課題は，参加者の少なさと，学年が 2 回生

から 5 回生まで分布していることである。今後対象者

を増やすと共に，学年の違いによる影響を検討する必

要があると考えられる。
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デートＤＶの認知的なプロセスに関する検討

○松野 真（昭和学院短期大学） 鈴木国威＃（大阪人間科学大学）
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目 的

デート は，どのような認知的なプロセスを経

るのであろうか。支配・被支配関係から生じるパ

ートナーコントロール デート に関連するデー

ト 加害信念の歪み，その行為により自分がどの

程度傷つくかを指標とした被害ダメージ，その行

為によりパートナーをどの程度傷つけるかを指標

とした加害ダメージに着目しながら検討した。

方 法

調査対象者：関東・関西・北陸の 大学の大学生

名（男性 名 女性 名 平均年齢

＝ ）を対象に実施した。このうち 付き合

い経験がある者は 名 男性 名 女性 名

付き合い経験のない者は 名 男性 名 女

性 名 だった。指標の評価：デート 加害経

験頻度の評価，パートナーコントロールの評価，

デート 加害信念の歪みの評価，被害ダメージ

（自分がその行為を受けた時にどの程度傷つくか）

の評価，加害ダメージ（その行為により，パート

ナーがどの程度傷つくか）の評価を，質問紙によ

り 段階で評定することを求めた。

結果と考察

「パートナーコントロール」は，パートナーコ

ントロールに関する 項目に影響を与える潜在変

数として，「デート 加害信念の歪み」は，デー

ト 加害信念の歪みに関する 因子に影響を与え

る潜在変数として，「被害ダメージ」は，被害ダメ

ージに関する 項目に影響を与える潜在変数と

して，「加害ダメージ」は，加害ダメージに関する

項目に影響を与える潜在変数として，「デート

」は，デート の 因子に基づく加害経験頻度

に影響を与える潜在変数として，構造方程式モデ

リング によるパス解析を実施した。性差を含

めた付き合いあり群と付き合いなし群のモデルの

相違を検討するため，多母集団同時分析を行なっ

た。その結果，適合度指標の値は ，

であり， 値は低いものの，モデル

の一定の適合度が得られた。

付き合いあり男性群のパス図を に示し

た。また，付き合いあり女性群のパス図を

に示した。

付き合いあり男性群及び付き合いあり女性群と

もに，パートナーコントロールの強さが，デート

加害信念の歪みの強さを予測し，さらには，デ

ート 加害信念の歪みの強さが，デート を予

測していた。

付き合いあり男性群は，デート に至る経路と

して，「パートナーコントロールが強い→デート

加害信念の歪みが強くなる→デート 」の経路

（経路１）と，「パートナーコントロールが強い→

デート 」の経路（経路 ）の つの経路が示唆

された。付き合いあり女性群においても 経路が

示唆されたが，男性のそれとは異なっていた。付

き合いあり女性群でも男性同様に，経路 はみら

れたが，経路 のように，パートナーコントロー

ルが直接デート を予測する経路はなく，経路

として「パートナーコントロールが強い→デート

加害信念の歪みが強くなる→被害ダメージが

低くなる→デート 」が示唆され，付き合いあり

女性群では，被害ダメージを経由してデート

に至ることが特徴的であった。女性では男性とは

異なり，パートナーとの支配・被支配関係の強さ

よりも，被害ダメージが低くなることでデート

につながる可能性が示唆された。

今後，デート 加害者教育プログラムを検討す

る際は，男性女性ともにデート 加害信念の歪み

を取り上げることは共通するが，男性では支配・

被支配関係について取り上げること，女性では被

害ダメージとデート の関係を取り上げること

が有効となる可能性が示唆された。
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